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8月 下旬の潮風によるニホンナシの塩害
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1 はじめに

2004年 8月 20日 、山形県庄内地方を襲来した台風 15

号は、果樹に著しい潮風害をもたらした。これまで、庄

内地方での8月 下旬の潮風害の事例は少なく、特に被害

の著しかったニホンナシでは、従来の台風被害同様、暴

風による落果がみられたが、それに加えて、葉の褐変、

落葉、不時発芽、不時開花の現象が起こった。これらに

ついて、被害程度別に樹体に及ぼす影響について実態調

査を行い、対策技術の検討を行ったので報告する。

2材 料 及 び 方 法

(1)調査園地の概要

洒田市メ,屋2 ■木 住本 酒田市メJ屋

ウ試験 3 不時開花の摘花、液肥の葉面散布が樹体に

及ぼす影響

酒田市刈屋 1の ・幸水'について、不時開花した花

の摘花処理、液状複合肥料 (N:10.O P:40 K:
80)の散布 (充電式背負散布機で樹全体に散布)を行

った。月巴料散布は 9月 24日 (800倍 )、 10月 8日 (500

倍)、 10月 22日 (500倍 )、 10月 29日 (500倍)の計

4回実施した。

調査は、供試樹の東西の側枝上の長果枝 (各 10本 )

の先端の不時発芽した新しょうの最大葉に対し、経時

的に葉色 (SPD)を測定した。また、側枝上の全て

の長果枝、短果枝について発芽率を調査した。さらに、

翌年春の葉色、発芽率を調査した。

3 試験結果及び考察

(1)褐変率、落葉率

葉の褐変症状は、台風襲来直後からみられ、 2～ 3日

後には、落葉がみられた。台風襲来 18日 後、業の褐変、

落葉症状が最も多かったのは、水田に隣接し、直接潮風

を受けた酒田市刈屋 1であった。西側に構築物 (高架橋)

があった酒田市刈屋 2では、やや被害が軽減された。果

枝別では、`幸水 '、 `豊水'と も長果枝が短果枝より被害

が大きく、品種別では・幸水'が `豊水'よ り被害が大

きかった。(表 1、 2)。
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(2)試験方法

ア試験 1 落葉率、不時発芽、不時間花率の実態調査

各園地の `幸水 '、 `豊水'各 1樹について、東西の

2結果部 (側枝 5～ 6本を含む)の落葉率 (調査日9月

7日 )及び不時発芽率、不時開花率 (調査日 9月 22日 、

10月 6日 )を調査した。

イ試験 2 塩水散布による再現試験

NaC1 3%水 溶液を 9月 10日 に `幸水 '、 `豊水'の

側枝にハンドスプレーで散布し、散布 10日後の9月

20日 に褐変葉率、落葉率を調査した。

・供試樹 :`幸水 '/ヤマナシ 12年生、`豊水'/ヤマ

ナシ 12年生

。園地 :櫛引町上山添 (塩害のなかった樹)
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(2)塩水散布による再現試験

塩水散布翌日には葉の褐変症状がみられ、潮風害と同

様な葉の褐変、落葉症状がみられた。 `幸水'は `豊水 '

より、葉の褐変、落葉とも高かつた (表 3)。 これは、実

態調査と同様な結果であった。また、側枝を供試した塩

水処理では葉の褐変、落葉が起きても、不時発芽、不時

開花の現象はみられなかった。

布処理がやや高く、特に、不時発芽した新しょうの先端

の発芽率は、摘花、葉面散布処理で高かつた (表 7)。

落葉後不時発芽した樹は翌春の初期生育に必要な貯蔵

養分をすでに消費しており、新たに展葉した葉が落葉す

るまでに貯蔵養分を蓄えることが重要である。事後対策

として、摘花及び液肥葉面散布は、残つた芽の発芽を助

長せず、当年及び翌年の葉色を高め、翌年の発芽率を向

上させることから、樹勢回復効果は高いと考えられた。
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(3)不時発芽、不時開花

不時発芽は、落葉 1週間後頃から始まり、さらに、 1

週間後には開花や展葉が始まった。

`幸水 '、 `豊水'と も落葉率が高いほど不時発芽率、

不時開花率は高かつた。品種別では `幸水'の不時発芽

率、不時開花率が高く、`豊水'は不時発芽率、不時開花

率とも低かつた (表 4、 5)。

`幸水'が `豊水'よ り葉の褐変、落葉の被害が大き

いのは、品種本来の耐塩性の差によるものか、時期によ

る葉の耐塩性の差によるものか明らかではなかつた。さ

らに、再現試験による検討が必要である。また、長果枝

の被害が大きいのは、長果枝の方が短果枝より、風によ

る枝葉の揺れが大きいため、葉が傷みやすく、塩分が傷

から入りやすくなるものと考えられた。不時発芽は、落

葉率が 40%以上で多い傾向にあり、`豊水'の不時発芽

や不時開花が `幸水'よ り低いのは、樹全体の落葉率が

低いためと考えられた。

(4)摘花処理、葉面散布処理

摘花処理、葉面散布処理による不時発芽率、不時開花

率の増加はみられなかつた (表 6)。 不時発芽した展開葉

の葉色 (SPAD)は摘花、葉面散布処理で高かつた (図 1)。

翌年春の新葉の葉色は、展葉初期では摘花、葉面散布処

理で高かつた (図 2)。 翌年春の発芽率は、摘花、葉面散
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不時発芽は秋に不時発芽した校の頂芽
脱落は秋に芽が脱落した後の副芽

4 まとめ

以上の結果から、山形県で 8月 下旬にニホンナシが潮

風害を受けた場合、品種別では `幸水 'は `豊水より、

結果枝別では、長果枝は短果枝より落葉被害が大きく、

不時発芽、不時開花も起こりやすいことが確認された。

また、事後対策として被害樹に対する摘花、液肥の葉面

散布は、葉色を高め、翌春の発芽率を高めるのに有効で

ある。
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